
項目 現状 目標（達成期間） 目標達成のために必要な手順 2026年5月 評価

勤務開始前に事前準備を行っている（時間外

労働）
勤務前残業が発生しない

①申し送りの簡略化

②業務分担の明確化

時期、病棟による差は

あるが明らかな増加は

認めていない

勤務終了後の時間外労働が発生している

（※処方された薬剤の処理）

勤務時間終了までに処方

後の処理が完了する

①薬剤科との話し合い

②最終処方受付時間の徹底

改善が十分でない

継続して医師への働き

かけを行う

16時以降の人員不足が発生する
人手が不足する時間への

対策

①院内応援体制の整備

②夕方勤務が可能な看護師の採用

他部署からの業務応援

（食事介助）を実施中

継続する

看護補助者の夜間配置（各病棟2名以上） 現状維持（1年間） 看護補助者（夜勤従事者）の確保

維持できているが、看

護補助者の夜勤回数が

増加している

看護補助者との業務分担の推進 現状維持（1年間）
①年1回以上の業務見直し

②介護協議会での課題検討

9月業務見直し（定

例）を実施する

事務的業務を行う補助者の配置 現状維持（1年間）
①病棟ｸﾗｰｸの配置

②ｸﾗｰｸへ移行できる事務的業務の整理

現状維持できている

継続検討

薬剤師による入院時持参薬の確認
夜間休日入院を除く、全

員に実施
薬剤科との話し合い 現状維持できている

薬剤科による病棟配置薬等の確認 現状維持（1年間）
①病棟配置薬、定数の見直し

②薬剤科との定期的なミーティング

病棟配置薬の定数見直

し、定数確認頻度の見

直し（月2回→1回）

放射線科との協働

午後検査（CT、MRI等）の搬送協力体制
継続

①安全な搬送の実施体制を確立

②①について定期的な評価の実施

問題なく実施できてい

るため継続

夜勤回数の適正化
夜勤回数の適正化（月5回

以下）

①夜勤ｱﾙﾊﾞｲﾄの採用強化

②個々の事情に応じた選択勤務の導入を

検討

5月現在5.5回/人

8月には4.8回/に改善見

込み

連続勤務がある
勤務表作成基準に則った

作成

①勤務表作成基準の定期的な見直し

②作成基準に則った勤務作成の確認（1

回/2ヶ月）

継続中

インカム台数の見直しによる効率化の向上
台数の検討と活用場面の

拡大

①活用状況の調査

②多職種への拡大

効果的に活用できてい

る

家族やその他関係者への連絡調整等、事務手

続きの煩雑さ

情報通信機器、アプリ等

による事務的業務の簡素

化

①マニュアルの整備、説明

②活用状況の確認（2ヶ月に1回）

全病棟で運用開始

活用拡大をすすめる

医療法人 愛生館

小林記念病院 病院⾧

夜勤負担の軽減

ICT・IoT等の活

用による業務負

担軽減

2026年5月1日

多職種との業務

分担・協働

医療法人愛生館 小林記念病院
看護職員負担軽減計画（2026年度）

【医療法人愛生館 小林記念病院の看護職員負担軽減計画について】

当院では、看護職員の勤務状況（夜勤回数、残業時間等）を把握し、安全衛生委員会による計画・評価を通して、継続的に看護職員の負担軽減策に取り組

みます。

業務量の調整

※施設基準等関連掲示物

掲示期限：無期限


